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1　はじめに

本稿の目的は、イギリス 1) においてスー
フィズム 2) にかかわる西洋人 3) 女性に注目
して、彼女たちの実践が現代の西洋社会にお
いてもつ意味を考えることである。とくに女
性実践者 4) の語りと日常の実践に焦点を当
てて、イスラームとの向き合い方の多様性と
女性の「自立」や「自己決定」に対する考え
方を中心に検討し、現代のイギリス社会に生
きる彼女たちにとってのスーフィズムを実践

する意味を考えたい。
調査対象としたグループには男性やイス

ラーム諸国からの移民または移民の子孫であ
る女性もいるが、ここでは成人後にスーフィ
ズムとかかわることを自らの意志で選択した
西洋人女性を考察の対象としている。女性に
限ったのは、筆者が女性なので女性だけの集
まりを参与観察する機会に恵まれたことと、
西洋社会とは異なるイスラームの女性像を西
洋人女性がどのように受け入れたのかを考え
るためである。また西洋人に限ったのは、後
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述するように移民ムスリムの研究に比べて、
西洋人の実践者を対象とした研究はまだ少な
いからである。なお、本稿中でのイスラーム
関連の用語は、表 1のように現地での英語
の発音に従っている。

初めに、イギリスにおけるムスリムの状況
と、西洋でのスーフィズムの広がりについて
概観する。

1990 年から 2010 年の 20 年間で、世界
のムスリム人口は 2.2 パーセント増え、15
億 7 千万人にのぼっている 5)。増加のおもな
要因はムスリムの高い出生率にあるが、非ム
スリム文化圏におけるムスリムへの改宗者の
増加もその他の要因として挙げられる。

イギリスでもムスリム人口は急増してい
る。全人口のうちムスリムが占める割合
は 1950 年 に は 0.2 パ ー セ ン ト だ っ た が、
1970 年には 1.2 パーセント、2010 年には
4 パーセントと増加している［Kettani 2010: 
157］。2011 年の国勢調査によると、イン
グランドとウェールズのムスリム人口は 4.8
パーセントであり、キリスト教徒（59.3 パー
セント）、とくになし（25.1 パーセント）に
次ぐ割合である 6)。ムスリムの急増には、第
二次世界大戦後の労働力不足を補うためにイ
ギリス政府が推進した移民政策が関係してい
る。当時の移民は旧植民地だった英連邦諸国、
とりわけ南アジア出身者が多かった。その中
でもイスラーム国家であるパキスタンからの
移民により、国内のムスリム人口は急増した

［Werbner 2007: 198］。
それでは、西洋人の間でイスラームはいつ

頃、どのようにして広がったのだろうか。イ
スラームへ改宗した西洋人は、イスラームの
中でもスーフィズムを魅力に感じていると指
摘されている［Westerlund 2004: 13-14］。
スーフィズム以外のイスラームを実践してい
る西洋人もいるが、ここでは一般的傾向をつ
かむため、20 世紀の西洋におけるスーフィ
ズムの展開を北米と西欧を中心にみていく。

西洋における最初期のスーフィズムの
活 動 は イ ン ド 人 の イ ナ ヤ ッ ト・ カ ー ン

（Inayat Khan）が率いた国際スーフィー運動
（International Sufi Movement）という教団
によるもので、この教団は 1910 年から北米
と西欧で活動していた。イナヤット・カーン
が元々属していた教団は、スピリチュアルな
訓練を達成するために音楽を使ったり、イス
ラームへの改宗を求めなかったりする特徴が
あった。西洋で活動する際、これらの特徴を
引き継いだため、西洋人実践者の獲得に成功
した。イナヤット・カーン自身が設立した教
団の特徴としては、男女平等、教えを伝える
ための新たな儀式の創出、講演内容への科学、
キリスト教、西洋の日常生活の事例や隠喩の
取り入れを挙げられる［Genn 2007: 262］。
このように西洋人が受け入れやすい形でスー
フィズムを提示したことも、成功の背景に
あった。

西洋におけるスーフィズムへの関心は、
1960 年代から 70 年代に興った対抗文化運
動から始まったニューエイジ運動 7) の中で
高まっていった。その担い手たちは既存の価
値観に代わる新しい何かを求めていた。アジ

表 1　本稿中に出てくるおもな英語読みのイスラーム用語

アラビア語読み 英語読み 英語綴り 

クルアーン コーラン Quran, Koran 

ズィクル ジッカ zikr, dhikr 

シャイフ、シェイフ シェイク Sheikh 

シャイフ・ナジーム シェキ・ナーゼム Sheikh Nazim 

ナクシュバンディー ナクシャバンディ Naqshbandiyya 
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アの伝統的な宗教とされるイスラーム、仏教、
ヒンドゥーなどは、神秘的とみなされ、高
学歴の中流階級をひきつけた［Genn 2007: 
259; Howell and van Bruinessen 2007: 6］。
ヨーロッパのスーフィズムの状況を概観した
ディヴィッド・ウェスタールンドは、ヨー
ロッパ人がスーフィズムにひかれた要因とし
て、ヨーロッパでのスーフィズムがヨーロッ
パ人向けに変容し、男女平等や文化的側面を
強調したこと、宗教－神学をオープンにした
ことを挙げている［Westerlund 2004: 25］。
実際、西洋のスーフィー教団の場合、女性が
高い地位に就くこともあり［cf. Scivi 1993; 
Genn 2007; Draper 2004］、書物、詩、音楽、
舞踏といった文化的側面にひかれる知識人や
文化人も多い［Westerlund 2004: 24-25］。
とりわけ 13 世紀にトルコのコンヤで活躍し
た神秘主義詩人ジャラールッディーン・ルー
ミー（1207-73）の詩は、ポップカルチャー
の 文 脈 で 人 気 を 博 し て い る［Hermansen 
2004: 45］。さらに、神秘的な伝統に関心を
もつ対抗文化運動の担い手には、その神秘を
秘密にせず、明かしてくれるオープンさは魅
力的だった。その一方で、オラフ・ハマーは
西洋人にとっての「新しい」宗教の中では
スーフィズムはマイナーだと指摘し、その理
由として、1）1893 年にシカゴで開かれた
世界宗教会議でのイスラームの代表者は適任
でなく、スーフィズムの担当はいなかった、
2）西洋にもたらされた当初のスーフィズム
は秘密主義的だった、3）色眼鏡で見られが
ちなイスラームと結びつけられる、4）女性
のほうが宗教的ライフスタイルへの関心が高
いが多くの西洋人女性はイスラームをとても
父権的だとみている、の 4 点を挙げている

［Hammer 2004: 142］。
つまり、西洋人にとってのスーフィズムは、

イスラームという宗教実践というより、「エ
キゾチック」な文化とみなされ、ニューエイ
ジという文脈で説明されてきたといえる。

2　�イギリスの西洋人女性スーフィー
の研究に向けて

ここではイギリスのスーフィズム、イス
ラーム女性の宗教実践という 2 つの視点か
ら先行研究を示し、本稿を位置付ける。

2.1　�ニューエイジ志向の西洋人スー
フィー

西洋におけるスーフィズムの研究では、西
洋人の実践するスーフィズムはニューエイジ
志向で、移民の実践するイスラーム志向の
スーフィズムとは異なるとして、両者を分け
て考えるべきだと指摘されてきた［Hammer 
2004: 138; Westerlund 2004: 16］。ヨーロッ
パのスーフィー、とくに改宗者の中にはイス
ラームのアイデンティティをもたない者もい
るし、多様なものを取り入れる折衷的な姿勢
や、組織化の程度の低さと個人主義の傾向
が、ニューエイジ運動と類似しているとされ
た［Westerlund 2004: 17, 32-34］。しかし
グローバル化が進む現在、エリート層の若者
を中心にニューエイジ的なイスラームへの関
心が高まってきているイスラーム国家もある

［cf. Haenni and Voix 2007; Howell 2007］。
そのため、このような区分分けは不可能と
いう声もある［Howell and van Bruinessen 
2007: 16］。だが、この指摘はイスラーム国
家におけるニューエイジ志向のスーフィーへ
の言及であって、イスラーム志向の西洋人の
存在についてはまったく触れられていない。

ただし、イギリスではそもそも西洋人の
スーフィーが少なく、その研究はほとんどな
されてこなかった。西洋人スーフィーが少な
い理由としては、イギリスにおけるスーフィ
ズムはエスニック・アイデンティティと結び
付いていたため、その広がりは移民コミュ
ニティの内部に留まり、外部にあまり拡大
しなかったことが挙げられている［Geaves 
2009］。唯一の例外が本稿で扱うナクシャ
バンディ・ハッカニーヤ教団であるが、そ
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れでも北米やドイツほどは成功しなかった
［Geaves 2009: 97］。実際、2006 年の時点
で、イングランドとウェールズにおけるイギ
リス系白人ムスリムの人口はムスリム人口の
約 4 パーセントに留まり 8)、ムスリムの中で
もマイノリティである。つまり、ロン・ギー
ヴス［Geaves 2009］やプニナ・ワーブナー

［Werbner 2007］など、これまでのイギリ
スにおけるムスリムの研究は、イギリスに移
民してきたムスリムを対象とする移民研究で
あり、イギリスの白人ムスリムおよびスー
フィーの研究はほとんど行われてこなかった
といえる。その例外の 1 つ、本稿と同じグ
ラストンベリーのナクシャバンディ・ハッカ
ニーヤ教団を扱ったイーアン・ドレイパーは、
この教団が町の伝説を取り入れたことで、白
人たちの間でニューエイジの 1 つとして根
付くことに成功したと指摘している［Draper 
2004］。本稿では、教団としての取り組みで
はなく、実践者個々人の生き方や日常生活に
即した場面に焦点を当てることで、ニューエ
イジの枠組みに留まらない西洋人実践者の多
様性を示したい。

2.2　「抵抗」するイスラーム女性
続いて、イスラーム社会における女性たち

の宗教実践について整理する。イスラームの
規範では、女性と男性は本来的に異なる性質
や能力をもつので、それを踏まえて別々の権
利と義務を与えるべきと考えられており、1
人の人間として両性をまったく平等に扱おう
とするフェミニズムのジェンダー観は受け
入れられる余地がない［八木 2007: 66-67］。
それゆえに西洋では、イスラーム社会の女性
たちは男性より劣位に置かれているとみなさ
れてきた。彼女たちは男性社会や西洋社会に
対する劣位の存在として、その実践はそれら
の社会に対する「抵抗」として理解されてき
た。しかし近年ではこのような視点は、当事
者である女性たちの声を反映していないとす
る研究が次々と出てきている。ここでは、と

くにスカーフやヴェールの着用に関する議論
をみていきたい。

ムスリムの女性たちが着用するスカーフや
ヴェールは、西洋的価値観への抵抗という文
脈から捉えられてきた。ライラ・アハメドは、
イスラーム社会が女性を抑圧してきたことを
認めつつ、西洋流のフェミニズムがイスラー
ム社会に根付かないのは、フェミニズムが植
民地主義の歴史を通じて、政治的に利用さ
れてきたからだと指摘する［アハメド 2000: 
239-241］。その結果、女性のスカーフ着用
の拒否はイスラームの拒否に、着用はイス
ラーム擁護を意味するようになり、今日、ス
カーフの着用を自ら選択する女性が増えてい
るのは、信仰心からというより、西洋的価値
観に対して、イスラーム教徒としてのアイデ
ンティティを主張するためと捉えられている

［八木 2007: 68-70］。
西欧におけるムスリム女性の表象を、研究

者はエドワード・サイードの『オリエンタ
リズム』に倣い、ジェンダー・オリエンタ
リズムと呼んでいた［アブー＝ルゴド 2018: 
257-258］。エジプトのイスラーム電話を調
査・分析した嶺崎寛子は、ジェンダー・オリ
エンタリズムを批判し、都市部の女性説教師
や女性ウラマーたちが権威と合法性、正統性
をめぐるイスラーム言説にかかる闘争に参入
することによって、自分たちのイスラームを
作り上げようとしている点、家父長的な一
部のイスラーム言説に対して拒否の言挙げ
をしている点に注目する［嶺崎 2015: 278-
279］。同じくエジプトで調査をした後藤絵美
も、ヴェールを女性の社会進出と結びつける
研究に疑問を呈し、1970 年代以降のエジプ
トにおけるヴェールの復活について当事者と
神との関係性に目を向けることの重要性を示
唆する［後藤 2014: 36-37, 266-267］。イン
ドネシアにおいても 1980 年代以降にヴェー
ルをまとう女性たちは増加しており、その背
景として、野中葉は彼女たちがイスラーム教
徒の義務としてヴェールの着用を捉えている
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とし、政府によって宗教が管理されていたス
ハルト時代とは異なり、多様な主張が認めら
れている証拠だとする 9)［野中 2015: 192-
194］。

イスラーム教徒の女性たちの実践は、単純
化すれば、男性に対する女性、西洋に対する
非西洋というように、従属的地位に置かれて
きたマイノリティの政治的な「抵抗」として
説明されてきたが、近年では彼女たちの主体
性を強調する研究が増加しているのである。
それでは、西洋人女性たちの西洋社会におけ
るスーフィズムの実践は、どのように理解で
きるのだろうか。非イスラーム社会である西
洋社会でスーフィズムを実践する女性は、文
化的、民族的にはマジョリティの側に属する
が、女性、非イスラーム社会におけるスーフィ
ズムの実践者、生まれながらのムスリムに対
する「改宗者」ということで、三重のマイノ
リティとして生きていることになる［cf. 工
藤 2008］。本稿では、これまで扱われてこ
なかった、西洋人の女性実践者の実践が、現
代のイギリス社会の中でもつ意味について考
えたい。

3　調査と調査地の概要

本稿で扱うデータは、2006 年 4 月から
2011 年 9 月の間の合計 2 年 3 ヶ月のグラ
ストンベリーにおける現地調査、および北
キプロス共和国のレフカにおける 2009 年 8
月末の 4 日間の調査で得られたものである。
調査方法は、ジッカの参与観察、ラマダーン
の時期の夕食会やハッジ終了後の祝い（イー
ド）の時期に行われた祝いの参与観察、実践
者へのインタビュー、実践者が運営している
チャリティ・ショップの観察である。実践者
とは日常的に町の中でも出会う関係にあり、
そのときにも話をし、日常生活の観察をして
いた。取りあげた人物の名前はすべて仮名で
あり、年齢は 2010 年時点である。

調査地のグラストンベリーはイングラン

ド南西部サマーセット州のほぼ中央に位置
する。人口は 8932 人で、ヨーロッパ系白人
が 94.6 パーセントを占めている 10)。紀元前
4 ～ 3 世紀、グラストンベリー一帯にはケル
ト系の民族が住んでいたが、紀元後 1 世紀
前半には外敵の侵入を受け、滅亡したらし
い。その後、イングランド南部はローマ帝国
の属州となり、グラストンベリーもその一部
となったが、ローマ軍の撤退後はケルト系ブ
リトン人諸部族の部族王国が乱立する。7 世
紀末にはイングランドの大半が大陸からやっ
てきたアングロ = サクソン人の支配下に入っ
た。その頃にはすでに、イングランド南西部
にはアイルランドやウェールズ由来のケルト
的キリスト教の教会があったらしい。そのた
め、7 世紀末にローマからイングランドへカ
トリックが伝来しても、グラストンベリーは
この地域の土着文化であるケルト文化とカト
リックの交流地点であり続けた。その後カト
リックの修道院が建設され、中世、このグラ
ストンベリー修道院はイングランドで 2 番
目に裕福な修道院となり、町も巡礼地として
繁栄していた。しかし、イングランド王ヘン
リー 8 世による宗教改革の際、1539 年に修
道院が閉鎖され、町は急速に衰退していく。

この町への再評価が起こったのは、産業革
命の反動から自然への賛美とケルト文化への
関心が高まった 19 世紀のことである。当地
にはキリストの来訪伝説やケルト文化の英雄
アーサー王にまつわる伝説があり、初期キリ
スト教やケルト文化と結びついたグラストン
ベリーはロマン主義者や神秘主義思想家をひ
きつけた。しかし、表面的にはまだ農業と羊
皮加工業をおもな産業とする一般的な田舎町
だった。

町が大きく変化したのは、対抗文化運動が
活発化した 1970 年頃である。初期キリスト
教やケルト文化との結びつきに関心をもった
ヒッピーたちがグラストンベリーに押し寄
せ、ライフスタイルの違いや路上駐車、深夜
の騒音などのため、地元民からは不満が噴出
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した。1980 年頃からはマーガレット・サッ
チャーによる福祉予算の削減を含む経済改革
のあおりを受けて生まれた「ニューエイジ・
トラベラー」、つまりバスなどの乗り物で生
活するホームレスがやってきて、さらに大き
な問題を引き起こした。

この時期から、ニューエイジ的な事柄に関
心をもちつつも、一般人と同じように暮ら
す、中流階級出身で学歴も高いオルタナティ
ヴと呼ばれる人々も移住してくるようになっ
た。当時、グラストンベリーでは主要産業の
羊皮産業が衰退し、町の経済が悪化し始めて
いた。移住者たちは町の中心部にニューエイ
ジ関係の商品や書籍を扱う店を開いたり、代
替療法のセンターや宿泊施設を始めたり、イ
ベントを企画したりするようになった。する
と、そのような事柄に関心のある人々が町を
訪れるようになり、彼らを対象とした観光業
を主軸として、町は活気を取り戻し始める。
地元民も、経済効果と、かつてのヒッピーや
ニューエイジ・トラベラーのように問題を起
こすわけではないことから、積極的に誘致は
しないが、移住者や訪問者は歓迎されるよう
になった。現在では「パワースポット」もし
くはニューエイジの町として知られている。

グラストンベリーではイギリスの 6 大宗
教（キリスト教、ユダヤ教、イスラーム、ヒ
ンドゥー、シーク教、仏教）以外の信仰をも
つ人の割合が、イングランドとウェールズの
中でもっとも高く［Wheeler 2003-2004］、
町中でみられる宗教活動も、この規模のイギ
リスの町にしては多様性に富んでいる。キリ
スト教多数派として英国国教会、メソジスト、
合同改革教会、カトリック、少数派として兄
弟団、福音派、エホバの証人がある。他にペ
イガニズムや女神運動の活動が盛んで、仏教
やインド系宗教のグループも小規模ながら活
動している［cf. 河西 2015］。いずれも活動
の中心は西洋人である。

サマーセット州を含む南西部地方のムスリ
ムの状況を確認しておくと、南西部の全ムス
リム人口は 1.5 パーセントとイングランドと
ウェールズの中でもっとも少ない。その一方
で、南西部では全ムスリム人口に対するイギ
リス系白人ムスリム人口の割合は 8.4 パーセ
ントと全国平均よりずっと高い 11)。つまり、
ムスリムは少ないが、イギリス系白人ムスリ
ムが多く暮らす地方といえる。さまざまな宗
教実践がみられるグラストンベリーにおいて
は、イスラームも多々ある宗教実践の 1 つ

表 2　グラストンベリーのイスラーム、スーフィズム関係のグループ
 グループの種類 活動場所 活動回数 おもな参加者 
1 金曜礼拝（Islamic Prayer） 貸し部屋、 

墓地のチャペル 

週 1 回 ムスリム男性 

（西洋人、アジア人） 
2 スブド（Subud） *1 合同改革教会の会館 週 2 回 西洋人男女 
3 スーフィー･ルハニアット教団 

（Sufi Ruhaniat Order）*2 

町のチャペル、 

英国国教会の教会 

不定期 西洋人男女 

（女性が多い） 
4 ゴールデン・スーフィー  

（Golden Sufi）*3 

個人宅(毎回同じ) 週 1 回 西洋人男女 

（女性が多い） 
5 ナクシャバンディ・ハッカニー

ヤ教団 

後述 後述 西洋人・アジア人男女 

＊1 スブド・ジャパンのホームページによると 1901 年にインドネシア人男性が始めた。1957 年にイギリスで
活動を開始してから国際化した。 

＊2 イナヤット・カーンの教団の分派。詳しくは Hermansen［2004］。 
＊3 インドで、ヒンドゥーのナクシャバンディ教団のシェイクに出会った、ロシア人女性アイリーナ・ツィー
ディーがイギリスを中心に広めた。ツィーディー自身は、シェイクから改宗を求められなかったため、実践
者はスーフィーだが、ムスリムではないと考えている。詳しくは Scivi［1993］、Westerlund［2004］。 
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として捉えられている。表 2に示したよう
に調査時点では、5 つのイスラーム関係のグ
ループの活動がみられたが、本稿で取りあげ
るグループと比べて、他の 4 つのグループ
の活動の規模は格段に小さく、町の中でもほ
とんど知られていなかった。

4　�ナクシャバンディ・ハッカニーヤ
教団

ここでは、本稿の考察対象であるナクシャ
バンディ・ハッカニーヤ教団と、そのグラス
トンベリーでの活動、および主要メンバーの
属性について説明する。

4.1　教団の特徴
ナクシャバンディ教団は、1200 年頃、中

央アジアに興った教団で、14 世紀に出現し
た中興の祖バハーウッディーン・ナクシュバ
ンドの名にちなんで、このように呼ばれてい
る［東長 2001: 698］。ナクシュバンドの死
後、イスラーム地域に広がり、現在の中近
東、中央アジア、南アジア、東南アジア、東
アジアという幅広い地域で盛んになった［東
長 2001: 698］。シャリーア（イスラーム法）
の遵守に厳しく、声高に唱えるジッカ 12) で
はなく沈黙のジッカが好まれ、苦行は避けら
れる［Gall 2006: 113, 116］。黙踊による心
のジッカによる神との合一を目指し、音楽や
舞踊を使っての修行、遊行、独居という修行
方法を禁じた［酒井 2003: 290; 間野 2002: 
375］。つまり、教義には厳しい反面、実践
は肉体的な修行よりも精神的な修行を重視し
ているといえる。

ナクシャバンディ・ハッカニーヤ教団の
シェイク 13) は、シェキ・ナーゼム（Sheikh 
Nazim）というトルコ系キプロス人である。
彼がシェイクになってから、この教団はスー
フィー教団の中でも最大で、もっとも国際
的な教団の 1 つになったとされる［Nielsen, 
Draper and Yemelianova 2006: 103］。公式

発表による信者数は世界中で 200 万人とさ
れるが、この数字はおそらく誇張されている

［Damrel 2006: 118］。他教団との違いとし
ては、静かなジッカだけではなく声を出した
ジッカも行う点［Westerlund 2004: 19］や、
シェイクへの親近感を感じる人の割合が多い
点［Nielsen, Draper and Yemelianova 2006: 
110］を挙げられる。

Damrel［2006］によると、シェキ・ナー
ゼムはイギリスの直轄植民地だった時代のキ
プロスのラルカナで 1922 年に生まれ、下級
エジプト植民地行政官の家庭に育ち、イスタ
ンブールで教育を受けた。1945 年、ダマス
カスでナクシャバンディ教団のシェイク・ア
ブドゥラ・ダゲスターニ（Sheikh ‘Abd Allah 
Daghestani）に出会い弟子になる。その命
で 1945 年からキプロスを拠点に布教活動を
始める。1952 年にシェイク・アブドゥラ・
ダゲスターニの古参の弟子の一家の娘と結婚
し、ダマスカスへの移住後、キプロス以外に
レバノン、シリア、ヨルダンでも布教活動を
行う。1960 年にキプロスが独立した際、シェ
キ・ナーゼムは、その政府が世俗的な合同政
権であることに抗議したためメディアから弾
劾され、1965 年にはトルコ・キプロス行政
当局からキプロスを追放されたが、その後も
シリアとレバノンで布教活動を続けた。

シェイク・アブドゥラ・ダゲスターニは、
1973 年に亡くなる直前にシェキ・ナーゼム
を後継者に選んだ。この時点をもってナク
シャバンディ・ハッカニーヤ教団は誕生した
とされるのだが［Damrel 2006: 117］、その
際、彼はシェキ・ナーゼムに、毎年ラマダー
ンの時期の渡英を求めた。イギリス王室はム
ハンマドとモーゼというイスラームとユダヤ
の両方の聖なる血筋を引いているので、キリ
ストが再臨するときには必ずイギリスを訪れ
るし、イギリス王室が重要になるというのが
その理由である。そこで 1974 年、シェキ・
ナーゼムはロンドンにセンターをつくり、こ
れ以降、彼はロンドンを拠点として、ヨーロッ

国際ファッション専門職大学紀要FAB.indb   181 2021/06/25   11:10:27



182

西洋人女性のスーフィズム実践

写真 2　女性用宿泊施設に滞在する西洋人女性
（2009 年 7 月 27 日筆者撮影）

パでの布教活動に力を入れていく。当初、弟
子になったのはイギリス在住のトルコ系キプ
ロス人だったが、じきに西洋人も含む多くの
改宗者を獲得した 14)［Nielsen, Draper and 
Yemelianova 2006: 104; Westerlund 2004: 
18］。シェキ・ナーゼムはブルネイのスルタ
ンから資金援助を受けていて、1992 年には
ロンドンの教会を購入し、モスクに改装した

（写真 1）。
1999 年、シェキ・ナーゼムは初めてグラ

ストンベリーを訪れる。グラストンベリー修
道院跡の敷地内のある石のくぼみは、キリス
トの足跡で、キリストがグラストンベリーに
来た証拠だという説がある。そのため、彼は
修道院を訪れた時に、「ここはイギリスでもっ
とも神聖な場所だ！　イギリスのスピリチュ
アルな心だ。なぜ先代のシェイクが、毎年イ
ギリスに行くようにおっしゃったのか、やっ
とわかった」と叫んだ。そして、ロンドンに
いた元秘書の女性（5.1 の事例 1）のレイ）に、
グラストンベリーに移住して、スーフィズム
を広めるために店をもつように指示し、自分
の弟子たちにも移住を勧めた。グラストンベ
リーにおけるナクシャバンディ・ハッカニー
ヤ教団の活動は、この女性が移住した 1999
年から始まる。ドレイパーはグラストンベ
リーでの活動が成功した理由として、イス
ラームよりスーフィーを強調し、ムスリムへ
の改宗を強制しなかった点 15) と、キリスト

の来訪伝説を巧みに利用した点を挙げている
［Draper 2004: 148-150, 152］。

シェキ・ナーゼムは 2014 年に亡くなるま
で、北キプロスのレフカに家族と暮らしてい
た。2000 年代半ばからは高齢のため海外渡
航の回数が減り、逆に弟子たちが彼の元を訪
れるようになった。レフカにはそのような来
訪者のために、寄付金のみで利用できる男
女別の宿泊施設が用意されている（写真 2）。
雑魚寝が基本だが、食事は 3 食無料で提供
される。島内の有料の宿泊施設に泊まる者も
いる。滞在中の過ごし方は自由だが、礼拝の
時間にはシェキ・ナーゼムの自宅に併設され
たモスクで礼拝をする者が大半である。その
他の時間は、男女に分かれてシェキ・ナーゼ
ムの自宅敷地内で過ごすことが多い。女性の
場合、中庭や台所で食事の準備や片付けをし
たり、彼の講義を映像で見たり、彼の娘の講
義を聴いたりする。男性の場合、日中はシェ
キ・ナーゼムが所有する畑で農作業をする人
もいる。

筆者が滞在したのはラマダーンの時期だっ
たため普段より滞在者が多く、女性用宿泊施
設には約 40 人、日中を過ごすシェキ・ナー
ゼムの自宅の女性エリアには約 50 人の女性
をみかけた。出会った人々のエスニシティは、
西洋人ではイギリス人、ドイツ人、スペイン
人、イタリア人、ボスニア人、南アフリカ人、
北アフリカ系ではカナダ在住チュニジア人、

写真 1　ロンドンの教会を改装したモスク
（2014 年 12 月 12 日筆者撮影）

国際ファッション専門職大学紀要FAB.indb   182 2021/06/25   11:10:27



183

FAB vol. 1 2021

アルジェリア系フランス人、アルジェリア系
イギリス人、アジア系ではトルコ人、インド
ネシア系オランダ人、パキスタン系イギリス
人がいた。北キプロスとの関係が深いトルコ
以外では、エスニシティにかかわらず、所得
水準の高い西洋に暮らす人が大半だった。遠
方からの訪問には交通費がかかるからだと思
われる。

4.2　グラストンベリーにおける活動
グラストンベリーにおいてナクシャバン

ディ・ハッカニーヤ教団は、町の中心部に
写真 3のような「スーフィー・チャリティ・
ショップ」16) という店を構えていることか
ら、住人にもその存在をよく知られていて、
ふつう「スーフィー」といえば彼らのことを
指す。住人からは実践者の人柄や素行が良い
点や、チャリティ・ショップを開いているこ
とから慈善活動に熱心という点が評価され
ていて、イメージが良い。先述したように、
シェキ・ナーゼムがグラストンベリーに残る
キリスト来訪伝説を重視しているため、実践
者たちも町のキリスト教徒に親近感をもって
いて、集まりでキリスト教の施設を使うなど
教会の人々との関係も良い。なお、実践者た
ちはシェイクがシェキ・ナーゼムであること
は非常に重視していたが、ナクシャバンディ
教団の一派である点はそれほど重視していな
かった。

以下、年間行事と定期的な活動について
みていく。年間行事にはラマダーン明けや
イード、ムハンマドの生誕祭の祝い（マウリ
ド 17)）があり、その他に定期的なジッカが
重要とされていた。また、コンサートやワー
クショップが企画されることもあった。筆者
が断続的にこのグループとかかわってきた
2006 年から 2011 年の間、活動内容にほと
んど変化はなかった。

マウリドやイードは、個人宅や墓地のチャ
ペル 18) に集まって祝われる。筆者が 2009
年に参加した個人宅でのマウリドには 15 人
がやってきた。2009 年のハッジ明けのイー
ドには 35 人、2010 年のラマダーン明けの
イードには 32 人が参加した。日常的な実践
であるジッカは、神の御名、神を崇める言葉、
コーランの章句を何度も詠唱する集まりであ
る。女性だけのものが水曜の昼間に個人の自
宅にて持ち回りで、男女混合のジッカ／瞑想
会 19) が週に 1 回、決まった人の自宅で行わ
れていた。また、おおよそ月に 1 回、シェキ・
ナーゼムの弟子でもある、あるシェイクがロ
ンドンからやってくるのだが、そのときの
ジッカは英国国教会が管理する宿泊施設で行
われていた。チャペルや宿泊施設は、管理者
の好意で参加者からの寄付金のみで利用して
いる。筆者の観察によると、1 人あたり 50
ペンスから 1 ポンド（約 70 ～ 140 円）を
寄付していた。

他の地域で活動している、ナクシャバン
ディ・ハッカニーヤ教団の人々との接触は、
グループ単位では見られなかった。ただし、
グラストンベリー一帯に暮らす実践者は、ロ
ンドンからの移住者が多かったため、ロンド
ン訪問時にそこでの実践に参加する人はい
た。また、他の地域で個人的に実践している
人が、個人でグラストンベリーに来て参加す
ることはあった。しかし、世界中のナクシャ
バンディ・ハッカニーヤ教団の人々全体で一
斉に何かをするということは見られず、定期
刊行物の類も見かけなかった。実践している

写真 3　スーフィー・チャリティ・ショップ
（2014 年 10 月 9 日筆者撮影）
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人々の連絡先や他の地域のグループの連絡先
が、共有されることはなく、シェイクへの献
金を求められることもなかった。スピリチュ
アルなつながりとして、毎回ジッカの際に
シェキ・ナーゼムの心と自分の心をつなげる
ように指示されたが、物理的なつながりとし
ては、毎日ホームページに公開される、彼の
講話の動画のみだった。

女性だけのジッカの構成は、11 時半から
30 分ほどの詠唱、イスラームに関する書物
の朗読、食事、1 時過ぎからの午後の礼拝で、
2 時前には解散する。筆者は 47 回参加した
が、最大で 14 人、最小で 3 人、平均で 8.2
人が参加していた。男女混合のジッカ／瞑想
会は、木曜または日曜の午後 8 時から始まり、
同じく 30 分ほどのジッカの後に、お茶とお
菓子をいただきながらおしゃべりをし、10
時過ぎには解散する。筆者は 7 回参加したが、
最大で 14 人、最小で 4 人が参加し、平均人
数は 8.6 人である。月に 1 回のジッカは午
後 4 時から始まり、1 時間ほどジッカをした
後に、お茶とお菓子をいただきながら歓談す
る。季節によって、その前後で日没後の礼拝
をすることもある。筆者は 5 回参加したが、
最大で 39 人、最小で 19 人が参加し、平均
人数は 30 人である。この 2 つのジッカが始
まった経緯は第 6 章で触れる。なお、イスラー
ムの知識は、ジッカの際にレイを中心とした
先輩の実践者から説明を聞いたり、個人で書
籍を読んだりして、習得している。唱える言
葉は、短いものはジッカの時に耳から覚え、
長いものは自宅でアルファベット表記された
ものを見ながら声に出して練習する。講師を
招いてのコーランの勉強会の開催は確認でき
なかった。

ジッカや祝いの日程調整をするのは、基本
的にはシェキ・ナーゼムの元女性秘書のレイ
だが、スーフィズムの音楽のコンサートや旋
舞などのワークショップは、レイ以外の実践
者が個人で企画する。コンサートの出演者は
グラストンベリー一帯に暮らすこのグループ

の実践者の中でミュージシャンとして活動し
ている人が中心であるが、イスラームとは
まったく関係のない地元の音楽家が出演する
こともある。ワークショップは、個人的なつ
てで講師を頼むことが一般的である。コン
サートやワークショップは、地元の新聞やフ
リーペーパーに広告を掲載することもある。

4.3　主要メンバー
先述したように、このグループのメンバー

リストは存在しない。なぜなら、来る者に改
宗を求めるわけではなく、定期的な献金の義
務もないため、そもそも「メンバー」と同定
する基準がないのである。連絡手段としての
メーリングリストはあるが、帰国後の筆者
のように、めったに来ない人も入っている
ため、メーリングリストの受信者を「メン
バー」とすることは実態にそぐわない。そこ
で、2006 年 6 月～ 9 月、2008 年 7 月～ 8
月、2009 年 2 月 ～ 6 月、2009 年 10 月 ～
2011 年 1 月、2011 年 9 月の期間で、筆者
が参加した合計 75 回のジッカ（内、女性だ
けのジッカ 47 回、混合ジッカ／瞑想会 7 回、
日曜ジッカ 21 回）や祝いの儀式、夕食会、
ワークショップなどのイベントを調査した結
果と、参加回数と参加者同士の相互関係から
考えて、筆者が特定した 2010 年の主要メン
バーは、毎週のジッカと日曜のジッカやイベ
ントを含む全体が 60 人、女性だけのジッカ
14 人、混合ジッカ 10 人である。それぞれ
の属性は表 3の通りである。

メンバーについて検討すると、全体の人数
としては女性 41 人、男性 19 人と女性が多
いが、混合ジッカに限っては女性 3 人、男
性 7 人と男性が多い。女性は女性だけのジッ
カに参加する人が多いことと、第 6 章で取
りあげるシェキ・ナーゼムによる女性の夜の
1 人歩き禁止令が関係していると考えられ
る。未成年は、普段は学校に通っているため、
毎週のジッカに参加することは少なく、大き
な祝い事の時に参加している。そのような未
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表
3　
グ
ラ
ス
ト
ン
ベ
リ
ー
の
ナ
ク
シ
ャ
バ
ン
デ
ィ
･ハ
ッ
カ
ニ
ー
ヤ
教
団
の
主
要
メ
ン
バ
ー
一
覧
（
20
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年
）

 

本
文
中
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名
前

 
性
別

 
年
齢
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姻

 
民
族

 
出
身
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年
の

 
居
住
地

 
学
歴

 
職
業

 
元
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の
宗
教

 
そ
の
他
特
記
事
項

 

レ
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♀ 

女
 

50
代

 
未
婚

 
 

ヨ
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ロ
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パ

 
グ
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ス
ト
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ゼ
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秘
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ャ
リ
テ
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タ
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ト
リ
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宗
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供
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と
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フ
リ
カ
で
過
ご
す
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女
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代

 
再
婚
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ギ
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ス
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ス
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校
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) 
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ト
リ
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♀ 
女
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代
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身
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ス
ト
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学

 
教
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♀ 

女
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代

 
既
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ス
ト
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ス
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デ
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ア
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再
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40
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ヨ
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ロ
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グ
ラ
ス
ト

 
 

自
営
業

 
 

 
 

女
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代

 
既
婚

 
● 

ア
ジ
ア

 
グ
ラ
ス
ト
近
郊

 
 

自
営
業

 
 

親
も
シ
ェ
キ
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ナ
ー
ゼ
ム
に
従
う

 
♀ 

女
 

30
代

 
死
別

 
● 

ア
ジ
ア

 
グ
ラ
ス
ト

 
大
学

 
主
婦

 
イ
ス
ラ
ー
ム

 
渡
英
後
、
改
宗
ム
ス
リ
ム
だ
っ
た
イ
ギ
リ
ス
人
と
結
婚

 
 

女
 

10
代

 
未
成
年

 
○ 

ロ
ン
ド
ン

 
グ
ラ
ス
ト

 
カ
レ
ッ
ジ
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学

) 
学
生

 
イ
ス
ラ
ー
ム

 
上
述
の
女
性
の
娘

 
 

男
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代
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成
年

 
○ 
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ド
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ス
ト
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学
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学
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ー
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の
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イ
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シ
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ド
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男
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学
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生

 
イ
ス
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ー
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イ
ー
シ
ャ
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娘

 
 

女
 

20
代

 
未
婚

 
○ 

ロ
ン
ド
ン

 
グ
ラ
ス
ト
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郊

 
 

医
療
系

 
イ
ス
ラ
ー
ム

 
ア
イ
ー
シ
ャ
の
娘

 
♀ 

女
 

20
代

 
既
婚

 
○ 

ロ
ン
ド
ン

 
グ
ラ
ス
ト
近
郊

 
中
等
学
校

 
主
婦

 
イ
ス
ラ
ー
ム

 
ア
イ
ー
シ
ャ
の
娘

 
 

男
 

小
学
生

 
未
成
年

 
◎

 
グ
ラ
ス
ト
近
郊

 
グ
ラ
ス
ト
近
郊

 
小
学
校

(在
学

) 
学
生

 
イ
ス
ラ
ー
ム

 
上
述
の
ア
イ
ー
シ
ャ
の
娘
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子

 

 
女
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代

 
既
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ス
ト
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ス
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の
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イ
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ズ
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60
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再
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グ
ラ
ス
ト
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郊

 
グ
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ス
ト

 
17
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ま
で

 
福
祉
系

(退
職

) 
キ
リ
ス
ト
教

 
 

☿ 
男

 
50
代

 
再
婚
？

 
 

 
グ
ラ
ス
ト

 
 

ス
ー
パ
ー
従
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員
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ー
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の
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ー
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女

 
60
代

 
離
婚
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☿ 
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☿ 
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☿ 

男
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ロ
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ド
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● 
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教
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男
 

10
代
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成
年

 
○ 

ア
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ア
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ト
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学
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生
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☿ 
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ド
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♀ 
女

 
30
代

 
既
婚

 
■ 

ロ
ン
ド
ン

 
グ
ラ
ス
ト

 
 

主
婦

 
キ
リ
ス
ト
教

 
母
親
は
西
イ
ン
ド
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島
、
父
親
は
南
米
出
身

 
 

男
 

30
代

 
既
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ス
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芸
術
関
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成
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□ 
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学
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学
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の
夫
妻
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娘
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未
成
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ス
ト

 
小
学
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学
生

 
イ
ス
ラ
ー
ム

 
上
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の
夫
妻
の
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男
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生

 
未
成
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学
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生
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夫
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女
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成
年

 
□ 
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● 

ア
ジ
ア

 
グ
ラ
ス
ト
近
郊

 
 

退
職

 
イ
ス
ラ
ー
ム
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ィ

 
女
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生
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成
年

 
 

 
グ
ラ
ス
ト

 
小
学
校

(在
学
中

) 
学
生
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で
は
な
い
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ス
の
娘

 
 

女
 

70
代

 
離
婚

 
 

イ
ギ
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グ
ラ
ス
ト

 
 

退
職

 
ム
ス
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で
は
な
い

 
 

 
男

 
50
代

 
離
婚
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ド
ン

 
グ
ラ
ス
ト

 
 

代
替
医
療
な
ど

 
ム
ス
リ
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で
は
な
い

 
 

 
女

 
40
代

 
離
婚

 
 

イ
ギ
リ
ス

 
グ
ラ
ス
ト

 
 

無
職

 
ム
ス
リ
ム
で
は
な
い

 
 

 
女

 
60
代

 
離
婚

 
 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ

 
イ
ギ
リ
ス

 
 

退
職

 
 

 
 

女
 

60
代

 
独
身

 
 

イ
ギ
リ
ス

 
イ
ギ
リ
ス

 
 

 
 

 
 

女
 

20
代

 
未
婚

 
 

 
ロ
ン
ド
ン

 
 

 
 

 
 

男
 

70
代

 
既
婚

 
 

 
ロ
ン
ド
ン

 
 

 
 

 
 

女
 

70
代

 
既
婚

 
 

 
ロ
ン
ド
ン

 
 

 
 

上
述
の
男
性
の
妻

 
 

男
 

50
代

 
既
婚

 
● 

ア
フ
リ
カ

 
イ
ギ
リ
ス

 
 

会
計
士

 
ム
ス
リ
ム

 
ア
ジ
ア
系
、
ア
イ
ー
シ
ャ
の
娘
の
義
父

 
 

女
 

50
代

 
既
婚

 
● 

ア
ジ
ア

 
イ
ギ
リ
ス

 
 

主
婦

 
ム
ス
リ
ム

 
上
述
の
男
性
の
妻
、
ア
イ
ー
シ
ャ
の
娘
の
義
母

 
 

女
 

20
代

 
未
婚

 
● 

ロ
ン
ド
ン

 
イ
ギ
リ
ス

 
 

 
ム
ス
リ
ム

 
上
述
の
夫
妻
の
娘
、
ア
イ
ー
シ
ャ
の
娘
の
義
姉

 
 

男
 

10
代

 
未
成
年

 
● 

ロ
ン
ド
ン

 
イ
ギ
リ
ス

 
 

学
生

 
ム
ス
リ
ム

 
上
述
の
夫
妻
の
息
子
、
ア
イ
ー
シ
ャ
の
娘
の
義
弟

 

＊
略
称

 
グ
ラ
ス
ト
＝
グ
ラ
ス
ト

 
＊
薄
い
色
つ
き
の
セ
ル
は
シ
ェ
キ
・
ナ
ー
ゼ
ム
を
強
く
信
奉
し
て
い
る
人
々
、
濃
い
色
つ
き
の
セ
ル
は
ム
ス
リ
ム
だ
が
、
シ
ェ
キ
・
ナ
ー
ゼ
ム
を
そ
れ
ほ
ど
強
く
信
奉
し
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
人
々
。

 
＊
名
前
の
横
の

[ ♀
]は
女
性
だ
け
の
ジ
ッ
カ
の
主
要
メ
ン
バ
ー
、

[☿
]は
木
曜
の
混
合
ジ
ッ
カ
／
日
曜
の
瞑
想
会
の
主
要
メ
ン
バ
ー
。

 
＊
二
重
線
内
は
一
家
族
、
三
重
線
内
は
親
族
。

 
＊

 
 

 
 
で
名
前
を
囲
ん
だ
人
は
、
第

5
章
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
対
象
者
。

 
＊
年
齢
と
居
住
地
は

20
10
年

12
月

31
日
の
も
の
。

 
＊
民
族
：
無
印

 白
人
、
●
ア
ジ
ア
系
、
○
ア
ジ
ア
系
と
白
人
の
ハ
ー
フ
、

◎
ア
ジ
ア
系
と
白
人
の
ク
ォ
ー
タ
ー
、
■
黒
人
、
□
黒
人
と
白
人
の
ハ
ー
フ
。

 
＊
｢民

族
｣、

｢名
前
｣を

除
き
、
不
明
な
箇
所
は
空
欄
に
し
て
あ
る
。
元
々
の
宗
教
が
不
明
で
あ
る
人
の
大
半
は
キ
リ
ス
ト
教
だ
と
思
わ
れ
る
。
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成年の大半はムスリムを公言する両親にムス
リムとして育てられており、本人もムスリム
としての自覚をもっている。10 代以下 13 人、
20-30 代 12 人、40-50 代 24 人、60 代以上
11 人と、40-50 代がもっとも多いが、毎週
のジッカと比べると、全体のジッカや祝い事
のほうが幅広い年齢層が参加している。居住
地も同様で、全体のジッカや祝い事のほうが
広い範囲からやってくるが、女性だけのジッ
カではグラストンベリー周辺、混合ジッカの
場合は全員がグラストンベリー在住である。
これは時間帯が遅いため、遠方に住む人は帰
宅時間が遅くなるのを避けようと、参加を見
合わせていると考えられる。全体の集まりで
は、シェキ・ナーゼムをそれほど強く信奉し
ていない人の参加が多い一方で、毎週のジッ
カのほうがシェキ・ナーゼムの信奉者の割合
が多い。これらのことからグラストンベリー
のナクシャバンディ・ハッカニーヤ教団の活
動は、より人が多く集まる活動のほうが、年
齢、居住地、シェキ・ナーゼムの信奉度とも
に、幅広い層の人が集まる一方で、メンバー
の自宅で行われるジッカには、より熱心なメ
ンバーが集まっているといえる。

表 3 をみると、離婚経験者が多いことが
わかるが、イギリスの離婚率は 1000 人当た
り 1.9 件（2016 年）［総務省統計局］であ
り 20)、離婚率の高さはこのグループに限っ
たことではない。また医療や教育といったケ
ア職に就く女性が多いが、これもスーフィー
に限ったことではない。民族的には白人が
35 人、アジア系が 10 人、アジア系と白人
のハーフおよびクォーターが 9 人、黒人が 2
人、白人と黒人のハーフが 4 人で、白人の
割合が高い 21)。白人の出身国に多様性がみ
られるのは、欧州連合や旧植民地との関係か
ら、イギリスでは珍しいことではない。サマー
セット州の出身者は少なくとも 3 人で、大
半はロンドンなどの都市部からの移住者であ
る。職業や学歴に特徴的な傾向はなかった。
西洋人実践者の場合、元々の宗教はキリスト

教だった人が大半だが、キリスト教離れが進
んでいるイギリスでは、無宗教に近い環境で
育った者も少なくない。家族で参加するの
は、核家族単位で 12 家族 36 人だが、拡大
家族として参加しているのは 1 組（4 核家族、
12 人）だけである。

なお、主要メンバーが毎回必ずジッカや祝
い事に参加するわけではない。1-2 回だけの
参加者は、地元民や旅行者が店の扉に貼って
あるチラシを見てやってきた人よりも、主要
メンバーの家族や友人がメンバーと一緒に
やってきた人の方が多かった。

5　�「ムスリム」から「スーフィー」ま
で

続いて、グラストンベリーを拠点として暮
らす 22)、5 人の西洋人女性メンバーがナク
シャバンディ・ハッカニーヤ教団にかかわる
ようになった背景とイスラーム法とのかかわ
り方を明らかにし、スーフィズムやイスラー
ムに対する姿勢を検討する。インタビューの
際、レコーダーは使用せず、その場で筆記し、
帰宅後ノートに書き写した。ラディアとアナ
へのインタビューは 2 人の自宅で実施した
が、レイ、ローズ、グレースは 3 人の店番
中に行った。なぜなら当人たちが忙しくその
間しか時間が取れなかったからである。以下、

【　】内の日付は、聞き取りを行った日である。

5.1　�西洋人女性実践者のライフストー
リー

事例 1）　レイ（50代）【2009 年 3月 14 日】
シェキ・ナーゼムに命じられて、グラスト

ンベリーに移住し、この町でナクシャバン
ディ・ハッカニーヤ教団の活動を取りまとめ
ているのが、スウェーデン人女性のレイであ
る。トルコ語やアラビア語も操り、メンバー
の間ではイスラームの教えに通じている人だ
とみなされている。

母親のドイツ人との再婚に伴い、レイはル
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ター派からカトリックに改宗したが、大学生
の時、当時の風潮に従い無神論者になった。
卒業後はドイツの小学校で教師をしていた
が、27 歳の時、親しい友人を亡くす。その
時ムスリムの女性から、イスラームでは人が
死ぬことは地上での試練に合格したというこ
となのだから、感謝し喜ぶのだと聞かされた
ことをきっかけとして、イスラームに関心を
抱き、改宗を考え始める。しかし同時に、喫
煙、飲酒、恋人などをあきらめられるか悩ん
でいた。4 年後、レイはついに改宗を決め、
あるシェイクに従うようになり、シャハーダ

（信仰告白）をするのだが、そのシェイクが
すぐに亡くなり、スーフィーの友人に誘われ
て行ったロンドンで、シェキ・ナーゼムに出
会う。その時の印象についてレイはつぎのよ
うに綴っている。

初めてシェキ・ナーゼムに会った時、エッ
クス線の機械の前に立っているようだっ
た。この人が自分の魂の中までまっすぐ
見通せることがわかったし、処方された
薬や体現された絶対的真実まで見通せる
とわかった。自分の魂の訓練を任せられ
ると信用した。愛のエネルギーで、彼に
磁石のように引き寄せられた。23)

レイはすぐにシェキ・ナーゼムに従うこと
を決める。同年、ストレスから休職を決め、
北キプロスでシェキ・ナーゼムの秘書をする
ようになる。1991 年、ロンドンのセンター
の世話役となり、1999 年、シェキ・ナーゼ
ムの指示により、グラストンベリーに移り、
チャリティ・ショップを開く。

調査当時、午前中はシェキ・ナーゼム関係
の仕事をして、午後は店番という生活を送っ
ていて、おもな収入源は、かつて教師として
働いていた、ドイツ政府からの年金である。
彼女は 1 日 5 回の礼拝を欠かさず、つねに
頭にスカーフを巻いて長い髪の毛を隠し、体
の線が出ない服を着て、ラマダーンも厳格に

守っている。また、2011 年には念願のハッ
ジを行った。

事例 2）　ローズ（60代）【2009 年 3月 10 日】
レイの店で、ボランティアとしてよく店番

をしていたのが、ローズである。ケアホーム
のマネージャーを退職した後、近くの都市か
らグラストンベリーに引っ越してきた。彼女
の母親は宗教を押し付けなかったため、子供
の頃、教会に行くことも少なく、キリスト教
の教えを胡散臭く思っていた。しかし、50
歳の頃、近所に暮らしていたカトリックの女
性が、深刻な病気持ちで子供とも不仲だった
にもかかわらず、とても幸せそうで、ローズ
は信仰のすごさに気づかされる。一時、この
女性と一緒にカトリック教会に通うが、他の
信者との意見の対立から教会通いはやめ、自
分でスピリチュアルな旅を始めるようにな
る。当時、精神疾患を抱えた人を助けるボラ
ンティアをしていたのだが、その人を通して、
あるスーフィーの本に出会う。そこに書かれ
ていた、人生やスピリチュアリティへの新し
い見方に印象付けられたのだが、この著者は
すでに亡くなっていたため、生きているシェ
イクを求めるようになった。2003 年、偶然
グラストンベリーのチャリティ・ショップに
立ち寄り、レイに出会い、その週の女性ジッ
カに誘われた。「でも、店の前で待っている
時、私、おかしいかもって思った。知らない
人に迎えに来てもらって、知らない人の家に
行って、知らないことをしようとしていたの
よ」と当時の心境を語る。しかし、その 3 ヶ
月後にはシェキ・ナーゼムの暮らす北キプロ
スに赴いていた。自分の探していたものを見
つけたと感じたと言う。彼女は、「このよう
なスーフィーのグループはイギリス中にいく
つかあるし、キプロスにもある。グループを
通じたつながりの輪が広がっていて、知り合
いの知り合いに会うなど、その偶然さに驚く
ことがあるわ」と語る。彼女はレイほど厳格
ではないが、ラマダーンは守り、外出時は頭
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をバンダナで覆い、髪の毛を隠していた。

事例3）　グレース（60代）【2009年 3月9日】
ローズ同様、レイの店でよくボランティア

をしていたのが、元カウンセラーのグレース
である。彼女は 30 代の頃、ひどい事故に遭っ
て、1 年ほど体が麻痺するという経験をし、
回復後、体の内部から「小さな声」が聞こえ
るようになった。その後結婚した夫が、イヴ
ン・アラブ協会（Ivn Arabic Society）に通っ
ていたことから、イスラームと出会い、「ルー
ミーの詩を読んでもらって、目覚めたの！！」
と語る。スーフィズムも含め、イスラームで
は、ユダヤ教やキリスト教の聖人も預言者と
して取り入れられているので包括的と感じ、
親近感が湧いた。それから、「小さな声」か
らサーディ 24) というスーフィーの師を送ら
れ、毎日の瞑想中にサーディからいろいろな
ことを教えてもらった。

離婚後、娘のいる街へ引っ越したのだが、
そこではスーフィーのグループが見つから
ず、毎日サーディに生きた師を送ってくださ
いと頼んでいたら、2005 年のある日、シェ
キ・ナーゼムを師とする男性に出会い、その
人に紹介されて、すぐに北キプロスに赴き、
シェキ・ナーゼムと面会し、スーフィーに
なった。退職後、シェキ・ナーゼムのグラス
トンベリー移住の指示に従って、ここに移住
してきた。「なぜシェイクがここにスーフィー
を集めようとされているのかはわからないけ
れど、何かお考えがあってのことなのでしょ
う」と言う。彼女も頭にバンダナを巻き、ラ
マダーンを守っている。しかし、時々孫の世
話を頼まれて泊まりに行く娘一家はスーフィ
ズムとは無縁のため、1 人だけ断食を守るの
は一家に悪いように気がするので、ふつうに
食事をしていると話し、ラマダーンの時期に
は世話を頼まれるのが億劫だと愚痴をこぼし
ていた。

事例4）　ラディア（50代）【2009年2月22日】
彼女は元々ペイガンで、かつてはペイガン・

グッズの店も開いていたのだが、筆者が滞在
していたときはベビーシッターや訪問介護の
仕事をしていた。改宗のきっかけは、シェキ・
ナーゼムの講演会だった。友人から西洋人の
女性シェイク、アイリーナ・ツィーディーの
本を借りた翌日に、町にスーフィーのシェイ
クが来ていることを知り、ツィーディーだと
思って行ったところ、来ていたのはシェキ・
ナーゼムだったのだ。

他の参加者はみんな真剣なスーフィーと
して来ているのに、私はペイガンだか
ら・・・。シェイクが自分のほうを見な
いように、願っていた。でも、その時シェ
キ・ナーゼムに話しかけられて、直感的
にスーフィーになっちゃった。まさか自
分がムスリムに改宗するとは思っていな
かった。

しかし彼女は「私は怠け者のムスリムなの」
と笑うように、礼拝については、「1 日に 5
回もしない。2 回で十分。一番初めの朝 5 時
の礼拝なんてありえない」と言い、ジッカに
ついても、「初めのうちは毎週行っていたけ
ど、ある時ひどい頭痛がしてきて、毎週では
なく行きたい時に行くことにしたの。ジッ
カに行かないからといって、その日に家で 1
人で詠唱なんてしない。やりたいと思った時
にする」と話す。髪の毛を隠さずに、外出し
ているラディアの姿を筆者はよくみかけた
が、それでもラマダーンや豚肉とアルコール
の忌避はよく守っていた。

事例 5）　アナ（40代）【2010 年 9月 13 日】
アナは子供の頃から、スピリチュアルな事

柄に関心があり、20 代の頃からいろいろな
宗教にかかわってきた。33 歳のとき、シェキ・
ナーゼムに従う夫を通して、シェキ・ナーゼ
ムを知った。実際に会った時、「その存在の
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すごさに圧倒され、体中が震えた」と言うよ
うに、強烈な印象を受けた。彼女は自分を認
め、助けてくれる絶対的存在として、シェキ・
ナーゼムを全知全能のように評する。

シェイクは私たちが良い人間になること
を手助けしたがっている。シェイクのよ
うに神聖な人は、すべてこれでいいと
言ってくれる。彼は私のことを知ってい
る、あらゆる人のことを知っている。彼
は判断せずに、ありのままの私を受け入
れてくれる。

しかしアナは、レイのように、シェキ・ナー
ゼムを唯一の「グル」と考えているわけでは
なく、南アジアのある女性グルにも強くひか
れていた。また、占星術師になるための勉強
をするなど、さまざまなニューエイジ的事柄
に関心をもっていた。夫の病気、息子の問題
行動なども重なり、しばらくの間、スーフィ
ズムから離れていたこともあった。しかし、
ロンドンに暮らしていた頃に知り合いだった
レイとグラストンベリーで再会したこともあ
り、2009 年に他のグループとの関係は断ち、
定期的にかかわるのはこのグループだけにす
ることを決めた。このグループとだけ、かか
わりを保つことにした理由をつぎのように話
す。

多くのグループはお金を取るだけだけ
ど、スーフィーは無料なので純粋。ただ
集まって、詠唱するだけ。それでいて、
助けが必要な時にはただ助けてくれる。

（中略）　いつもそんなにスーフィーの友
達には会わないのに、今日は 25 分で 4
人のスーフィーの姉妹に会った。このよ
うなつながり、ただ「ハロー」というだ
けの関係がすてき。「私たちはみんなつ
ながっている」って感じられることがす
ばらしい。

アナはラディア同様、外出時でも髪の毛を
隠していないこともあったが、ラマダーンは
できるだけ守ろうとしていた。また基本的に
は菜食主義者であった。

5.2　メンバー間の温度差
それぞれの事例にもとづいて、この教団と

かかわるようになった理由とイスラーム法と
のかかわりについて、明らかにしていく。

正式にムスリムに改宗したレイは、新しい
シェイクを探していたときに、シェキ・ナー
ゼム本人と出会い、従うことを決めている。
シェキ・ナーゼムと初めて出会ったときの言
葉からも、実際に対面したことが、このシェ
イクに従う大きな決め手となったことがわか
る。レイは「スーフィーであることはムスリ
ムなので、自分はムスリムだ」と公言し、1
日 5 回の礼拝、ラマダーン、アルコールや
豚肉の忌避など、イスラーム法を遵守してい
る。

ローズとグレースは、元々スーフィズムに
親しんでいて、生存している師がほしいと望
んだ結果、出会ったのがシェキ・ナーゼムを
師と仰ぐ人々だった。グレースはルーミーの
詩という、ニューエイジの文脈で人気がある

「エキゾチック」な文化からイスラームに入っ
ているが、文化に留まらず、できる範囲でイ
スラーム法を守ろうとしている。ローズも同
様である。しかしレイとは異なり、イスラー
ムのイメージが強いムスリムを自称するとき
の声はためらいがちで、西洋人にも受け入れ
られているスーフィーと自称するほうが楽な
ようだった。

レイ、ローズ、グレースの 3 人は、ナク
シャバンディ・ハッカニーヤ教団にかかわる
ようになってから、グラストンベリーに引っ
越してきていて、グラストンベリーに数ある
ニューエイジ的な実践の中から、スーフィズ
ムを選んだわけではない。それに対して、つ
ぎの 2 人はグラストンベリーの多様なニュー
エイジ的な実践の中から、スーフィズムを選
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んだといえる。
ラディアとアナは、ネオペイガニズムやイ

ンド系諸宗教など、スピリチュアルな事柄に
は親しんでいたが、イスラームとの出会いは
シェキ・ナーゼムを通してだった。ラディア
はグラストンベリーでシェイクに出会って
いるし、アナは出会ったのは別の街だった
が、再開を決めたのはグラストンベリーだっ
た。スーフィーになった理由をラディアはわ
からないと言うが、このグループだけとはつ
ながりを保ち続けることを決めたアナは、他
のグループとは違い、無料で集まって詠唱す
るジッカと友人の存在を挙げている。この件
については、次章で詳しく検討する。2 人は
シェキ・ナーゼムを尊敬しているものの、シェ
キ・ナーゼムの写真とインド人女性グルの写
真を並べるなど、他のニューエイジ的な信仰
を併用したり（アナ）、礼拝は 1 日 2 回など
独自の形でスーフィズムを理解していたりす
る（ラディア）。2 人ともムスリムであるか
尋ねると、否定はしないが、先の 3 人のよ
うに肯定もせず、むしろスーフィーだと考え
ていて、Westerlund［2004: 13-14］が描い
た、イスラームに関心をもつ西洋人の姿に当
てはまる。

続いてイスラーム法とのかかわり方をみて
いく。一目でムスリムとわかる格好をしてい
るのは、レイだけである。それ以外の 4 人は、
外出時にスカーフを外している姿を見かけた
し（ラディアやアナ）、おしゃれとしてのバ
ンダナのように巻いて外出する姿も見られた

（ローズやグレース）。そのため、妖精の羽を
背中につけるなど変わった格好をしている人
が多いグラストンベリーでは目立たない。た
だし、必ず膝より長い服を着用していた。

礼拝は、レイのように 1 日 5 回決められ
た時刻に行う人もいたが、ムスリムでない人
たちと一緒にいるときにはしないなど、大半
は無理のない範囲でしていた。ラマダーンも、
持病や高齢を理由にしない人もいるが、ほと
んどは実践している。ただしグレースのよう

に、断食に対する社会的理解がイスラーム国
家ほどはないので、ラマダーン中のイスラー
ムのことをよく知らない友人や家族との付き
合い方について悩む姿もみられた。

肉食については、グラストンベリーにハ
ラール食品店はないので、大きな街に用事が
ある者に購入を頼んだり、町のケバブショッ
プと共同購入したりしている。一方、イギリ
スでは菜食は健康的という考え方が広がって
おり、アナのように菜食主義者もいる。他人
と食事をするときに肉食を断っても、それほ
ど奇妙には思われないので、菜食主義は実践
しやすいと考えられる。少なくとも共食の場
では、アルコール類と豚肉の飲食の禁忌はよ
く守られていた。

チャリティ・ショップの売り上げに貢献し
たり、直接寄付金を渡したりすることが喜捨
につながると考えられていた。イードの際に
は最低 4 ポンド（約 550 円）の寄付金が求
められた。

ハッジについては、レイのように行ったほ
うがよいと考えている人もいるが、キプロス
でシェキ・ナーゼムに会うことを重視する傾
向にあり、メッカ訪問には関心を示さない者
もいた。これは、シェキ・ナーゼムがサウジ
アラビア王室に否定的見解を示していること
に起因している。

以上のように、肉食やアルコール類の回避、
服装といった周囲に受け入れられやすい形で
実践できるものはそうする傾向があるのに対
して、人前での礼拝や他人宅での断食といっ
た、周囲の人に奇異に思われかねない事柄は
控える傾向がある。つまり大半のメンバーは、
イスラームの実践者が少ない周囲の社会との
間に波風を立てぬよう、できる範囲で無理な
く実践しているといえる。それはコーランの
勉強会やハラール食品店といった、いかにも
イスラーム的なイベントや事業を町で行わな
い点にも表れているだろう。

本節から、西洋人女性実践者はつぎの 3
通りに分類できる。

国際ファッション専門職大学紀要FAB.indb   191 2021/06/25   11:10:30



192

西洋人女性のスーフィズム実践

1）�　ムスリムというアイデンティティを
もち、イスラーム法も遵守する人。（レ
イ）

2）�　初めは文化から入ったが、スーフィ
ズム以外の宗教実践には手を出さず、
できるだけイスラーム法を守ろうとす
る人。ムスリムよりスーフィーと自称
しやすい。（ローズ、グレース）

3）�　先行研究で指摘されてきたような、
元々ニューエイジ的な事柄に関心があ
り、その 1 つとしてスーフィズムに出
会った人。独自の解釈や折衷的な実践
もみられる。（ラディア、アナ）

6　「自立」しない女性像

本章では、女性とスーフィズムについて考
える。まず、女性だけの実践を事例として、
この宗教的な実践が、女性たちにどのような
場となっているのかを示す。続いて、女性は
男性に守られるべきという考え方が現れた場
面を検討し、女性の「自立」や「自己決定」
に関する考え方をみていく。

6.1　女同士の集い
この集まりは、単に詠唱と礼拝をするだけ

ではなく、不用品をあげたり、情報を交換し
たりする場にもなっている。そして、時には
メンバーが抱えている問題を話題にして、助
言を与える場になる。本章ではまず、2010
年 5 月 19 日にルースという女性の自宅で行
われた女性だけのジッカの後の食事時の会話
の様子を事例として取りあげる。その日の参
加者は筆者も含めて 9 人で、事例にはその
うち、レイ、リズ（50 代）、アイーシャ（50
代）、ルース（30 代）、サフィ（小学生）の
5 人が登場する。

6.1.1　ルース宅でのジッカの昼食時の様子
ルースは、娘が生まれる前はいつも冬をイ

ンドで過ごすなど、ヒッピー的なライフスタ

イルを好む女性である。この日の少し前、彼
女はグラストンベリーから車で 10 分ほどの
小さな村 25) の外れに、娘のサフィと引っ越
してきた。娘の父親が娘の生活環境を考えて
用意した家で、彼が家賃も払っていたのだが、
車をもたないルースはとても不便な生活を強
いられていた。サフィが転校を嫌がったため、
毎日 16 ポンド（約 2200 円）かけて、タクシー
でグラストンベリーまで通学していた。その
ためルースは下校時間までグラストンベリー
から離れられず、家事ができずに困っていた。

この話を聞かされた一同は仰天する。リズ
が「同じ方角の友達はいないの？」と尋ねる
が、村内ではなくグラストンベリーの学校な
のでいないとルースは答える。「行政からの
支援は受けられない？」とアイーシャが尋ね
る。彼女の一家もグラストンベリー郊外に暮
らしているが、小学生だった末娘のために、
行政がスクールバスを手配してくれたと言う
のだ。しかし、ルースは、「村の学校に通っ
ていたら、バスを通してもらえるんだけど、
グラストンベリーだと無理なのよ」と言う。
レイは、アイーシャの孫息子がこの村の学校
に通っているからと、娘を転校させることを
強く勧める。しかしルースは、この村の学校
は 1 クラスの人数が多すぎると言って渋る。

「それに、私、こんな格好をしているし。グ
ラストンベリーなら大丈夫だけど、この村の
保護者には受け入れてもらえないと思う・・・」
とつぶやく。それに対して、この村に住むレ
イは、自分はムスリムだが、村の人はまった
く問題なく受け入れてくれているから心配す
ることはないと励ます。

ルースはリュックサック 1 つで、サフィ
とインドかどこかに行きたいと言い出し、一
同は強硬に止める。レイは、家を片付ける、
サフィを転校させるなど、物事を整理してか
ら、キプロスなり 26)、インドなりに行くこ
とにしないと、ますます混乱するばかりだと
諭す。その場にいた全員がレイに同意し、止
める。ルースは参加者からの助言を聞いてい
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る途中で一度、「グラストンベリーにいた時
はいろんなことに巻き込まれてしまったけれ
ど、ここに来てからやっとそういうことから
離れられた」とポツリと言う。それに対して
レイは、「グラストンベリーには、あまりに
多くのスピリチュアリティがあるので、自分
を強くもっていないと、ただひたすら混乱し
てしまう」と言う。そしてまたシェキ・ナー
ゼムとキプロスの話になり、グラストンベ
リーとは逆に、キプロスにはしっかりとした
リーダーがいるので、統制が取れていると話
す。

6.1.2　他者とのつながり
このように定期的に集まって、おしゃべり

ができる場の意義は何なのだろうか。この
ジッカは 1999 年、グラストンベリーにやっ
てきたレイが始めた。女性がスーフィズムに
改宗するにはいろいろな理由があるので、女
性だけで集まって話をする機会を設ける必要
があると考えたからだった。つまり当初から
宗教的要因というより、社会的な意味合いが
強かったようだ。日中にするのは、シェキ・
ナーゼムが女性の日没後の外出に難色を示し
たこともあるが、子供のいる母親にとっては、
昼間のほうが出やすいことも理由だった。

第 5 章で取りあげたアナも、ジッカの意
義について、「スーフィーの集まりは、集う
こと、お互いへの敬意があってよいわね」と
述べ、つぎのように続ける。

（息子の）父親からの助けは期待できな
いし、むしろ私が彼の面倒も見ている。
1 人で子育てをするのもとても大変。（中
略）このような状況にある中で、時々ジッ
カに行くことは私には役立っている。私
たちはみんな、姉妹や兄弟を、つながり
を見つけたいのよ。【2010 年 9 月 30 日】

そして、誰しもが両親との仲が良いとは限
らないのだから、家族に相当するつながりを

探し出すことが大切だと言う。
事例では、タクシーでの通学やインド行き

という、無謀で無計画な生活を送ろうとする
ルースに対し、メンバーは助言を与え、助け
ようとしている。ルースは 2009 年の夏頃か
ら参加するようになった女性で、改宗したわ
けではなく、自分に合う宗教実践を模索中と
いった様子だった。母親とも疎遠で、子育て
に悩み、時には学校を休ませて娘をジッカに
連れてくる。そんな彼女を、他の女性たちは
母親の先輩としてアドバイスをしたり、娘の
遊び相手になってルースが 1 人になれる時
間を作ってあげたりしていた。

このように女性だけで集まって女性特有の
問題を話すことができる場は、イスラーム社
会では珍しいことではないのかもしれない。
しかし、現代のイギリス社会ではそうとはい
えない。比較的田舎で、さまざまな宗教実践
が見られるグラストンベリーでも、個人宅と
いうプライベートな空間で、誰でも参加で
き、ゆっくり話せる場が毎週設けられている
のは、このスーフィズムのグループだけであ
る。第 5 章のアナの発言にあるように無料
であるのもこのグループだけである 27)。他
の集まりの多くは月 1 回しか開かれないう
え、日中に仕事をしている人が参加しやすい
ように、夜の 7 時半や 8 時頃から開催される。
そのため、子供のいる母親や、宗教実践に関
心がない夫をもつ女性は参加しにくい。グラ
ストンベリーでの昼間の女性のジッカは、こ
のような女性たちにとってアクセスしやすい
し、ジッカがない日でも、チャリティ・ショッ
プに行けば、誰かには会える。一方、イギリ
スの教会は、グラストンベリーも含め、いた
ずらを防ぐためにボランティアがいる時間以
外には閉鎖しているところも多く、いつでも
誰かに出会える場にはなっていない。つまり、
このグループは、現代のイギリス社会で失わ
れつつある、継続的に相互交流する場を提供
することで、他者とのつながりを生み出しや
すくしている。
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6.2　保護されるべき女性
本節では、調査の中でしばしば話題になっ

た、夜間の女性の 1 人歩きに対する彼女た
ちの意見と応対の仕方を事例として、女性の
自立に対する考え方を検討したい。

6.2.1　日没後の女性の 1人歩き
シェキ・ナーゼムは常々、女性が 1 人で

日没後に外を歩くことを禁止していた。その
ため、集まりの後、日が暮れていたら、男性
が付き添うか、誰かが車で送ることが原則に
なっていた。たとえばある集まりのとき、そ
こから歩いて 10 分ほどの自宅に歩いて帰ろ
うとした筆者は、その家の家主であるビル

（40 代）に車で送るから、片付けが終わるま
で少し待ってほしいと言われた。夜の 10 時
を過ぎていたが、筆者は深夜でも 1 人で歩
いて帰宅することは時々あったので、大丈夫
だと言って断った。するとその場にいたレイ
から「お姫さまになることを覚えなさい」と
言われた。ビルからも「君が自立した女性で
あることはわかっているけど、送っていかな
いと、こっちが落ち着かないんだ」と言われ、
渋々そうしてもらった。

ただしイギリスでは真冬は午後 3 時半に
は日が暮れるため、この命令を遵守すること
は難しく、午後 8 時ぐらいまでならば、そ
れほど厳密に守られてはいなかった。とこ
ろが 2009 年 10 月末、シェキ・ナーゼムが
この禁止令の厳守を命じているとレイがメン
バーにメールで伝えた。それを守るため、毎
週日曜日の午後 6 時から開かれていた男女
混合のジッカは中止され、代わりに月 1 回
午後 4 時から開かれることになった。この
変更に納得しなかったのが、混合ジッカの主
要メンバーであるケン（40 代）とビルだっ
た。女性たちには女性だけのジッカがあるも
のの、男性にとっては日曜のジッカが唯一の
実践の機会だったため、それが月 1 回にな
ることは 2 人には承服しかねることだった。
そのため 11 月以降、ケンやビルを中心にロー

ズの自宅で毎週木曜日に混合のジッカが、ケ
ンの自宅で毎週日曜日に瞑想会 28) が開かれ
るようになった。この 2 つはメンバーが同
じだったこともあり、2010 年 9 月頃からビ
ル宅の木曜の夜のジッカに一本化された。

女性の夜間の 1 人歩き禁止令の「遵守」
に対しては、疑問をもつ女性が少なくなかっ
た。2011 年 1 月のある女性ジッカの日、ロー
ズが木曜日の午後 7 時からビルの家で、シェ
イク・アフメドという人が 2 月に開くワー
クショップの段取りを相談するから来られる
人は来てほしいと参加していたメンバーに伝
えた。それを聞いたレイは帰り際に、「みん
な聞いて。シェキ・ナーゼムは、夫の同伴な
しに女性が日没後に外出してはいけない、と
くにイスラーム暦の今月はいけないと厳しく
お達しを出している。シェイク・アフメドは
シェキ・ナーゼムに厳格に従っている人なの
よ」と言い、女性はこの集まりに参加しない
でほしいと暗に求めた。それに対してローズ
は、女性を各家まで車で迎えにいくのはどう
かとか、姉妹同士での外出ならよいとされて
いるのだから、1 人ではなく連れ立ってなら
よいのではないかと提案するが、レイはまっ
たく納得しない。グレースが、日曜日の月 1
回のジッカは 4 時からで、これも帰る時に
は日が暮れているではないかと指摘するが、
レイは始まる時間に日が暮れていないのでよ
いのだと言い、グレースは黙ってしまった。

帰りの車中、ローズとグレースはレイに対
する不満を爆発させていた。「7 時にビルの
家に向かうのと、4 時からの（月 1 回の）ジッ
カに参加することに、何の違いがあるってい
うの？　どちらも日没後じゃないの」という
具合である。そして、車中の全員が、この件
について、レイの言うことは辻褄が合わない
が、何を言っても聞き入れてくれないので、
黙っているのが一番という意見で一致した。

6.2.2　大切な「お姫さま」
グラストンベリーでシェキ・ナーゼムの命
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令をその通りに守ることは、独身女性が多い
うえ、キプロスより緯度が高いので、現実的
に難しい。また、禁じられているのが、歩く
ことなのか、外出全般なのか、すべての女性
なのか、1 人での場合なのかは、レイの発言
にもぶれがあり、メンバーの間で混乱を招い
ていた。

もちろん、夜遅くに女性が 1 人で出歩く
ことは、イギリスでも一般的に危険で望まし
くないとされている。しかし、男性であるシェ
イクが日没後であれば何時だろうと女性に自
宅待機を命じているとすれば、非イスラーム
社会のイギリスにおいては、女性の行為の自
由を奪っていると理解されるのが一般的であ
る。実際、イスラームとかかわりのない、筆
者の家主のイギリス人女性（50 代、NPO 勤
務）にこの話をしたところ、「やはり、イスラー
ムは父権的ね。それなのに、どうしてひかれ
る女性がいるのかしら」と首をかしげていた。

ところが事例にあるように、外出禁止令に
伴うジッカの変更に反対したのは男性メン
バーで、女性メンバーは受け入れていた。ま
た、ローズやグレースにしても、レイの解釈
の仕方に不満をもっていたものの、外出禁止
令それ自体を問題視することはなく、その範
囲内で解決策を見出そうとしている。むしろ、
夜遅くの集まりの際に男性が女性を車で送っ
ていくことは、女性の権利として当然と考え
ている発言が聞かれることもあった。つまり
彼女たちは、レイの発言のぶれや行動の矛盾
に反発はしても、この禁止令自体は受容して
いたのである。

このように、女性は男性から保護されるべ
き対象であるという意見はしばしば聞かれ
た。ある女性だけのジッカの後、レイがした
話の要点は、内容が事実かどうかは別として、
以下のようなものである。

イスラームの教えでは、女性は夫に養っ
てもらうべきであり、夫を亡くしたら親
に養ってもらうべきなので、働くことは

基本的には望ましくないとされている。
アフリカ（のムスリム）には、結婚適齢
期を過ぎた未婚女性はおらず、夫を亡く
しても、4 ヶ月以内には再婚している。
男性は 4 人まで妻を娶ることができる
ため、女性が再婚相手を見つけることは
難しくない。むしろ、1 人しか妻のいな
い男性はとても貧しいか、性的に問題が
あるとみなされる。複数の妻たちは家事
を分け合っているため、それぞれの負担
が少ない。このように、女性は大切にさ
れている。【2009 年 11 月 25 日】

別の日、2010 年にトルコを訪れたときに
触れたトルコ人男性の親切さについて、アナ
が話し始めた。彼女は、アイスランドの火山
の噴火によって、ヨーロッパ中の空港が閉鎖
されたため、搭乗予定の飛行機が欠航になり、
帰国できなくなってしまったのである。

帰れないってわかって、困って、泣き続
けていた。けれど、ムスリムの男性は女
性を保護しなくてはならないと思ってい
るから、空港の人たちは、みんなとても
優しくて、慰めてくれた。空港が再開し
てから一番のフライトに乗せてくれた
の。現金も足りなくなってしまったんだ
けど、知り合いになったムスリムの男性
が貸してくれた。【2010 年 5 月 5 日】

これに対してレイは、「イスラームでは、
女性は大切にされているからね。キリスト教
の国では、こういうことは絶対に起こらない」
と言い、アナもうなずいていた。この話の間、
他の参加者も納得したようにうなずいてい
て、反論する者、反論したそうな者はいなかっ
た。このように西洋の一般的なジェンダー観
とは異なるイスラームのジェンダー観を積極
的に価値付け、女性を男性に守られる「お姫
さま」扱いすることは、西洋のフェミニズム
が推進してきた、自立的な女性像とは大きく
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異なる女性像だといえる。

6.3　他者を頼ることと規律遵守の勧め
ここまで、悩みを分かち合い、助け合うこ

とが評価されている事例と女性を保護すべき
存在として捉えている事例をみてきた。前者
は近代の西洋社会で失われた人と人とのつな
がりを希求、後者は西洋的観点からすれば女
性差別の温存というまったく異なる文脈で理
解されがちだが、他者とのかかわりを積極的
に評価しているという点では共通している。

自分だけが独立して、生活していると考
えて行動するのではなく、世界をともに
共有していると考え、他人を敬って生き
ていくべきである。【2009 年 3 月 25 日】

これはある日、店で店番をしていたリズか
ら言われた言葉である。このように彼女たち
は、他者に頼らない、自立した個人像を否定
し、積極的に他者に「頼る」ことを肯定する。

それと同時に、本章の事例からは、彼女た
ちが規律の必要性を認めている姿勢が窺え
る。6.1 の事例では、シェキ・ナーゼムがい
ることで統制が取れているとして、北キプロ
スのナクシャバンディ・ハッカニーヤ教団の
共同体が評価されているし、6.2 の事例でも
シェキ・ナーゼムの命令を自分たちの生活と
いかに折り合いをつけながら守っていくか
で、議論が起こっている。

キリスト教では人が亡くなった時の「レ
シピ」がないから、いくら敬虔なキリス
ト教徒でも、悲しみからなかなか立ち直
れない。それに対してイスラームでは「レ
シピ」があるから、立ち直りの助けにな
る。【2010 年 4 月 3 日】

これは、継父と小学生の甥が続けて亡くな
るという不幸に見舞われたレイが、キリスト
教徒である妹（甥の母親）を引き合いに出し

て、語った言葉である。彼女の言う「レシピ」
とは、人が亡くなったときに唱えるべき章句
等のことを指しているのだが、そのような規
律によって人は親しい人を失った悲しみから
癒されると考えているのである。

彼女は常々、現在の世の中は個人の自由が
主張されすぎた結果、皆がやりたい放題にな
り、とても混乱していて、人々はどのように
生きたらよいのかわからなくなっている、そ
のためシェキ・ナーゼムのような「聖なる人」
に従うことが必要なのだと話していた。自分
自身の考え方や欲求にもとづいて物事を決め
たり、物事に対処したりするより、規律に従
うことが理想的と考えているのである 29)。

このように、他者を頼ることや規律の遵守
を求める姿勢は、女性の男性への依存を否定
し、自立を鼓舞するフェミニズム、ひいては
自己責任や選択の自由を推奨するネオリベラ
リズム的な現代社会のあり方とは異なってい
る。しかし、翻って考えてみれば、女性を弱
い存在と捉え、自立的な個人像や個人の自由
を無批判に肯定しない生のあり方を評価する
のは、福祉や介護の議論におけるネオリベラ
リズム的な視座を批判する視点と重なってく
る。

障碍者や介護施設の高齢者など、他人か
らの助けなしでは、基本的な日常生活さえ 1
人で営むことができない人々は、ネオリベラ
リズムの席巻する現代社会では「厄介者」で
ある。しかし、ラカンやギデンズを介して、
吉田［2009: 69-70, 77-79］が言うように、
人間の「自己」は「他者」との相互関係を通
じて構築されていくものであり、そのような
関係性が可能となる場がなくては、満たされ
た生を生きていくことは難しい。介護が必要
であるという、根本的な弱さを露呈している
障碍者や介護施設の高齢者は、そのような受
動性を呈しているがゆえに、人と人との相互
関係を誘発する存在である。彼らによってそ
の関係に巻き込まれた人たちの「自己」が築
かれていくと考えれば、他者の豊かな生を積
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極的に満たす場をもたらすという点で、彼ら
の受動的な生は必要とされてくる。

本章で扱った女性たちは、「自立」や「自
己決定」を単純に肯定せず、他者に頼ること
や規律を守ることといった、ある意味、受動
的な生き方を評価している。これは、受動性
を呈する障碍者や高齢者のように、他者との
相互的な関係性の中で、自分の存在意義を確
認し、より良い生を目指す姿勢だといえるだ
ろう。

7　おわりに

本稿では、イスラームに主体的にかかわる
ようになった西洋人女性たちに焦点を当て、
彼女たちのイスラーム実践の多様性と女性の

「自立」や「自己決定」に対する考え方を明
らかにしようとしてきた。最後に、本稿で提
示した論点を整理した後で、イスラーム社会
の女性たちの実践と本稿の事例を比較しなが
ら、西洋人女性実践者にとってのスーフィズ
ムとは何かを考える。

第 5 章では、先行研究で提示されてきた
ムスリムとしてのアイデンティティ意識が低
く、ニューエイジ志向の西洋人実践者だけで
はなく、ムスリムであることを自覚し熱心に
イスラーム法を遵守しようとする西洋人もい
ることなど、西洋人の実践者の中にみられる
グラデーションを指摘した。スーフィズム
との向き合い方は多様であっても、彼らは 1
つのグループとしてともに活動を続けてい
る。

第 6 章では、現代西洋の主流社会が求め
てきた自立的な個人とは異なり、他者との関
係性の中に組み込まれた生き方が肯定されて
いることを指摘した。この点について、2.2
で取りあげたイスラーム社会の女性たちと比
較してみる。主流社会とは異なる価値観を肯
定することは、主流社会への挑戦の一形式と
考えることはできる。これは、別の形ではあ
るが、ニューエイジ運動が、現代社会を過度

の合理主義の進展のために行き詰まっている
と批判し、精神的により解放された自由な社
会を希求するのと同様に、現代西洋社会を批
判しているともいえる。しかし、彼女たちは
外部の社会に積極的に働きかけて、自らの訴
えを認めさせようとしているわけではなく、
その働きかけは自分たちのグループの内部で
完結している。このように政治的な目的を
伴っているわけではないので、本稿でみてき
た実践は、イスラーム社会の女性による男性
社会や西洋社会への抵抗という文脈では理解
できない。また、独自のイスラームを意図し
て作り出そうとしているわけでもない。むし
ろ、他者との相互関係の中に自らの存在意義
を見出している点に注目すると、個々の西洋
人女性にとって、スーフィズムを実践するこ
とは、自由が強調されるあまり、不安定化し
た現代の西洋社会をともに生きていくための
生き方になっているといえよう。そしてそれ
はムスリムがマジョリティである国々とは異
なり、イスラーム回帰ではなくオルタナティ
ヴな生き方なのである。

本稿ではイスラームの中でも、スーフィズ
ムに関心をもち、実践している、西洋人女性
をおもに取りあげた。ここでは、グラストン
ベリーのグループのみに焦点を当てたが、西
洋の都市やイスラーム国家におけるナクシャ
バンディ・ハッカニーヤ教団や他のスーフィ
ズムの教団の事例と比較すれば、スーフィズ
ムの国際的な活動の実態を示すことができよ
う。また、本稿で少し触れた、西洋人男性実
践者や、西洋人実践者と結婚した生まれなが
らのムスリムにとってのスーフィズムがもつ
意味の分析については、今後の課題とした
い。なお、2014 年のシェキ・ナーゼムの死
後、息子が教団を継承し、2015 年にはスー
フィー・チャリティ・ショップが閉鎖され、
レイも亡くなった。これらのことで活動にも
変化が考えられる。残された課題は山積みだ
が、本稿を皮切りに今後も調査を続けていき
たいと考えている。
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＜注＞
1)　本稿において「イギリス」は、「グレー
ト ･ ブリテン島および北アイルランド連合王
国」、つまり、イングランド、ウェールズ、
スコットランド、北アイルランドの 4 か国
の連合体を指し、「イングランド」とは区別
して用いている。
2)　イスラームとスーフィズムの関係には、
研究者だけでなく、地域や時代によってもさ
まざまな解釈があるが、本稿では、調査対象
の実践者に合わせて、スーフィズムをイス
ラームの中の 1 つの流れとして捉えている。
3)　本稿における「西洋」とは、旧共産主義
国でもムスリム国家でもない欧米諸国、つま
り北米と西欧、オーストラリアとニュージー
ランドを指していて、「西洋人」とはこれら
の地域のマジョリティである、いわゆる「白
人」を指している。
4)　イスラームにかかわる西洋人の中には、
正式な手続きを得た「改宗」にこだわらない
者も少なくない。そこで、本稿ではイスラー
ムやスーフィズムにかかわる西洋人一般を指
すときには、イスラームまたはスーフィズム
の実践者、と表記している。
5)　Doughty, Steve, 2011, Number of 
British Muslims will double to 5.5m in 
20 years. Daily Mail 28th January 2011.

（ht tp : / /www.da i lymai l . co .uk/news/
article-1351251/Number-British-Muslims-
double-5-5m-20-years. html  2019 年 7 月
26 日閲覧）。
6)　The National Archives, 2014, Religion 
Data from the 2011 Census.（http://

w e b a r c h i v e . n a t i o n a l a r c h i v e s .  g o v .
uk/20160105160709/http://www.ons.
gov.uk/ons/rel/census/2011-census/key-
statistics-for-local-authorities-in-england-
and-wales/sty-what-is-your-religion.html  
2019 年 7 月 26 日閲覧）。
7)　「ニューエイジ」が指す範囲は膨大で、
安易に使用すべきでないことは理解している
が、ここでは、1970 年代に始まり 1980 年
代から盛んになった、「基本的には「オルタ
ナティヴ」の領域に属するすべてのものを
特徴づけるのに展開される」［Heelas 1998: 
257］運動という意味で用いた。
8)　［Dobbs, Green and Zealey 2006: 74］
をもとに筆者が計算した。なお、イスラーム
に改宗していないイギリス人のスーフィーの
中には、国勢調査で自らの宗教を「イスラー
ム」と申告していない人もいると考えられる
ため、実践者数はもっと多い可能性もある。

「その他白人」には、1990 年代の内戦によっ
て、イギリスに逃れてきたボスニア人が多い
と考えられる。
9)　服装に注目した類似の研究として、［帯
谷・後藤 2018］。
1 0 ) 　 S o m e r s e t  I n t e l l i g e n c e ,  2 0 1 3 , 
Census 2011 Briefing Note: Ethnicity, 
National Identity and Country of Birth 
of  Somerset residents .  （http://www.
somersetintelligence.org.uk/ethnicity-in-
somerset-briefing-note.pdf  2020 年 1 月 1
日閲覧）。
11)　［Dobbs, Green and Zealey 2006: 74］
をもとに筆者が計算した。
12)　ジッカとは、コーランや神の名を繰り
返し詠唱することである。
13)　シェイクとは、老人を意味するアラビ
ア語だが、部族の長や宗教的権威をもつ者へ
の尊称であり、スーフィー教団においては精
神的指導者のことである。
14)　イギリスでは、ロンドン以外ではバー
ミンガムとシェフィールドに信者が多い。
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バーミンガムには南アジア系の若い男性信者
が多いが、シェフィールドには南アジア系と
ともにトルコ人、カリブ系、白人の信者も多
い。ロンドンでは、南アジア系、トルコ人、
白人に分かれて実践が行われている［Nielsen, 
Draper and Yemelianova 2006: 105-106］。
15)　この点について、シェキ ･ ナーゼムの
秘書だったレイは、1980 年代前半までは、
ムスリムへの改宗を求めなかったが、それ以
降はヨーロッパにスーフィズムが定着してき
たこともあり、「スーフィーなら、ムスリムだ」
と姿勢を変えたと述べている。
16)　このチャリティは、継父がアフリカ専
門の外交官だったレイの個人的ネットワーク
にもとづき、アフリカの数ヶ所で行われてい
る。
17)　グラストンベリーのグループにおい
て、「マウリド」といえばムハンマドの生誕
祭のみを指し、南アジアのように、聖者の命
日祭を指すことはない。
18)　キリスト教徒は町の中心部にそれぞれ
教会をもっているため、墓地にあるチャペル
を使うことはほとんどなく、当時はおもにイ
スラーム関係の集まりに使用されていた。
19)　第 6 章で説明するが、男女混合の集ま
りは、2009 年末から 2010 年初めの数ヶ月
間、ジッカとして木曜に、瞑想会として日曜
に実施されていたが、2010 年夏頃からは木
曜のジッカに一本化された。
20)　 総 務 省 統 計 局 2018「 世 界 の 統 計 」	

（https ://www.stat .go . jp/data/sekai/
pdf/2018al.pdf  2019 年 7 月 26 日閲覧）。
21)　イギリスの国勢調査などの統計調査で
は、人種を記す際、「白人」「黒人／アフリカ
系／カリブ系／黒人のイギリス人」というカ
テゴリーが使われているため、ここでも「白
人」「黒人」と表記した。
22)　レイは、グラストンベリーに隣接する
村に住んでいて、正確にはグラストンベリー
の町の住人ではない。しかし、レイは日中を
店のあるグラストンベリーで過ごすことが多

いし、この村には医療施設はなく、商業施設
もないに等しいため、村民はグラストンベ
リーをはじめとする周囲の町を頻繁に訪れ
る。そのため、レイもここでの対象者に含め
た。
23)　Glastonbury Trust homepage（http://
glastonburytrust.co.uk  2009 年 5 月 28 日
閲覧）。
24)　「サーディ（Sadi）」とは、13 世紀にト
ルコで活躍した詩人だと、グレースからは説
明された。2012 年 1 月のスーフィズム・聖
者信仰研究会にて、この「サーディ」は 13
世紀のペルシャの詩人ではないかと教えてい
ただいた。グレースの発言とも一致するため、
そうだと考えられる。
25)　酔っ払いや麻薬常習者がつねにいるグ
ラストンベリーは、子供の有無にかかわらず、
環境がよくないと考える人もいる。一方、レ
イも暮らす、親子が引っ越したこの村は環境
がよいことで知られるが、先述のように買い
物に不便で、路線バスの本数も極端に少ない
ため、自家用車なしに暮らすことは、ほとん
ど不可能である。
26)　ルースはキプロスに行きたいとは言っ
ていないが、レイがシェキ・ナーゼムに会う
べきだと、日ごろから強く勧めていた。
27)　イギリスのキリスト教の教会では、ミ
サのたびに寄付ではあるが半ば強制的に献金
が求められるし、正式なメンバーになると更
なる献金が期待される。また、ニューエイジ
系の集まりでも、定期的に開催される実践の
場合、少なくとも部屋代として 3 ～ 7 ポン
ド（約 400 ～ 950 円）は必要になる。
28)　ケンの妻は、一時期夫ともにジッカに
参加していたが、神の御名やコーランを複誦
するスタイルが合わなかったため、参加しな
くなった。詠唱を伴わない「瞑想会」にした
のは、彼女も参加できるようにとの配慮から
である。
29)　ただし、本稿で取り上げた女性たちが
積極的に従おうとしている規律は、イスラー
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ム法というより、シェイクからのメッセージ
である。ウェーバー流にいうと、合法的支配
よりカリスマ的支配の側面が強いといえる

［ウェーバー 1970］。
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In the Western countries, the number of Muslim is increasing rapidly, and some 
Westerners are interested in Islam or converted to Muslim.  However, scholars have rarely 
studied Western Muslims.  In general, these Westerners are said to be attracted to Sufism as 
they regard it as one of the “New Age” matters.  In this article, I focus on the Western women 
in Glastonbury, UK, who are the members of the Naqshbandiyya Haqqaniyya order.  Why 
these women practise Sufism?

At first, I show that not all these women regard Sufism as “New Age”.  Then I say that they 
accept the “passive” way of living, such as relying on men or others, following disciplines, 
and not needing the complete “independence” and “self-decision”. This idea is different from 
Neoliberalism, the idea of the mainstream Western society.  These women find the meaning 
of their life through the interaction with others and manage to achieve a better way of life.  
They find current society is unstable because it addresses freedom too much.  Their practice 
of Sufism is an alternative way of life to survive this society.

Keywords
Naqshbandiyya Haqqaniyya Order, Western Sufi, Islam in the UK, Neoliberalism, Feminism

Western Sufi Ladies: Case Study of the Naqshbandiyya 
Haqqaniyya Order in Glastonbury, UK
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